
市街化によって道路や建物の敷地がアスファルトやコンクリートに覆われ、雨が
地面に浸透する面積が少なくなっています。近年頻発するゲリラ豪雨などで、

短時間に多量の雨水が下水道や河川に流れ込むと、排水できずに浸水被害が発生します。
市では、浸水被害の軽減を図るため、貯留管や貯留施設、寿町排水ポンプ場の整備などを進めています。

寿町排水ポンプ場を整備しています！

【整備した貯留施設の紹介】
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数字でみる長岡市の下水道

表町貯留管

国道８号長岡バイパス以北の栖吉川左岸区域に位置する蔵王処理分区では、近年多発する豪雨の際にたびたび浸水
被害が発生しています。この区域では、汚水を長岡中央浄化センターへ、雨水を一級河川栖吉川へ排水していますが、
河川の水位上昇により雨水が滞留し、地盤の低いところで浸水被害が発生していました。

被害軽減を図るため、市内最大級の排水能力を持つポンプ場を整備し、大雨の際には信濃川へ雨水を排水することで
安定した内水排除を図ります。

琴平貯留施設（左:イメージパース、右：施設内）

中島貯留施設

編集：広報ＷＧ 『縁の下のチカラボ』 by 長岡市下水道課

ながおかの下水道
“あたりまえ”の生活を地下から支える

【貯留施設の仕組み】

①既存の下水道管に流れ込む

②下水道管が満杯になる前に、
貯留施設へ雨水を流す

③一時的に雨水を
貯留する

④降雨が治まった段階で、
ポンプを稼働し、元の
下水道管へ雨水を戻す。

【寿町排水ポンプ場の排水イメージ】

長岡市では、住宅や事務所などに
雨水タンクや防水板を設置される

方へ、費用の補助を行っています。
雨水タンクに一時的に貯めた水は
家庭菜園などに使え、環境にも
やさしい設備です。

みなさんも身近にできる浸水対策を
はじめてみませんか。

詳しい情報はこちら

身近な浸水対策の紹介 ～雨水タンク・防水板設置補助制度について～
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